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【はじめに】 

日本の花粉症患者の多くは春季のスギ花粉症であるが、近年、秋季花粉症の発症率が高くなる傾向に

ある。それは花粉のみならず、花粉から放出されたアレルゲン微粒子による健康被害(花粉症など)のリ

スク 1)が考えられる。室内の空気環境を清潔に保つ方法として、空気清浄機や加湿器などのほか、より

低コストでかつ玄関や廊下などを含む屋内全体に恵まれた空気環境をもたらす住宅が求められている。

そこで本研究では、自然素材で調湿・消臭・VOC 分解などの空気浄化機能を備えた木炭塗料 2)を塗布し

た炭板を用いて作成したモデルハウスによる微粒子の除去効果について調査した。 

【方法】 

木炭の特徴として多孔質であるため、その細孔に花粉粒子やアレルゲンなどの微粒子が吸着され、物

理的に粒子数が低減する可能性がある。本研究では、自然素材での木炭塗料を塗布した炭板(Blank)、な

らびに通気性クロスを貼付した木炭塗料を塗布した炭板(クロス)のそれぞれ２種類のモデルハウスを作

成した。２種類のモデルハウスの入口と出口に計数器(Particle Counter)を４つ設置し、独自微粒子計測シ

ステムを構築した上で、1 時間おきに 0.3、0.5、1.0、2.5、5.0µm の粒径別の粒子数を正確に計測し、２

種類のモデルハウスによる微粒子の除去率を評価した。微粒子除去率は式（

（

1）

）

を用いて算出した。 

微粒子除去率(%) =
入口の粒子数−出口の粒子数

入口の粒子数
× 100                    (1) 

【結果・考察】 

同期間で行った Blank とクロスの２種類のモ

デルハウスによる微粒子除去率の実験結果を図

1 に示す。まず、Blank のモデルハウスでは、5.0µm

における高い除去率となったが、粒径が 0.5µm小

さくなるにつれ除去率の低下が確認された。一

方、クロスのモデルハウスの場合、Blank に比べ、

全ての粒径において70%以上の除去率を示した。

特に粒径 0.3、0.5µm の微小領域において、除去

率が 31%→76%、29%→76%までに向上した。こ

れは、通気性クロスを貼付したことで、粗大粒子

の吸着を阻害する一方、炭板表面に吸着された

微小粒子の再拡散を防いだためだと推察される。したがって、通気性クロスを貼付した炭板により、花

粉アレルゲンなどの粒径 1.0µm 以下の微粒子による健康被害を効果的に防ぐことが可能である。 
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図1 モデルハウスによる微粒子の平均除去率
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